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症例は 78歳女性．左下肢痛・第 3趾潰瘍壊死のため前医を受診し，左浅大腿動脈閉

塞に対して EVT（ステント留置）および左第 3趾切断術を施行された．しかし，4ヶ月

後に下肢痛の再燃および切断端治癒遷延を認めたため，CTを施行したところステント

は閉塞しており，血行再建目的に当院紹介となった．両下肢静脈瘤術後で使用可能な伏

在静脈が欠如しており，足部切断端からの感染の上行も危惧されたため，浅大腿静脈に

よるバイパスを行うこととした．左浅大腿動脈内ステント抜去・内膜摘除後に左浅大腿

-遠位膝窩動脈バイパス術を施行した．下腿病変も残存していたため，創傷治癒が得ら

れなければ二期的追加バイパスも検討していたが，術後 5か月で切断端の治癒が得られ

た． 

 

 

 


